
第７回日本高気圧環境・潜水医学会関東地方会総会・学術集会 
日時：平成１９年６月２日（土）10:30～ 
場所：防衛医科大学校防衛医学研究センター 
〒359-8513 埼玉県所沢市並木３－２ 電話 04-2995-1626 

 
１．日本高気圧環境・潜水医学会関東地方会 学術集会 

10:00～12:00、12:30～17:10 防衛医学研究センター大会議室 
２．日本高気圧環境・潜水医学会関東地方会 総会 

12:00～12:20 防衛医学研究センター大会議室 
３．技術部会・意見交換会 
  12:30～15:00 臨床小講堂 
４．懇親会 

17:30～ 並木会館「あすなろ」 
 
●会場へのアクセス 
   防衛医科大学校防衛医学研究センター（西武新宿線航空公園駅東口徒歩7分学校正門から入る） 

 
●問い合わせ先 
防衛医科大学校防衛医学研究センター 異常環境衛生研究部門 
電話: 04-2995-1626    FAX: 04-2991-1612   E-mail: dmoss@ndmc.ac.jp  

mailto:dmoss@ndmc.ac.jp


日程表 
学術集会 会場 防衛医学研究センター大会議室 
１０：００－  受 付 
１０：３０－  開会の辞 
１０：４０－１２：００  一般演題          座長 自衛隊中央病院 和田孝次郎 
・「ダイバー事故多発の背景と対策」            日本安全潜水教育協会 澤海信一 
・「一酸化炭素による神経系細胞への直接的影響」            防衛医大 渡辺 智 
・「高気圧酸素治療が末梢神経に及ぼす影響に関する実験的研究」     防衛医大 山元浩治 
・「高気圧酸素治療中の鼓膜所見について」            千葉徳洲会病院 吉田泰行 
・「泌尿器科疾患に対する高気圧酸素療法（HBO）」       四街道徳洲会病院 中田瑛浩 
・「膝内側側副靱帯損傷急性例に対する高気圧酸素療法の効果」   東京医科歯科大 柳下和慶 
・「慢性動脈閉塞に対する自己骨髄幹細胞移植による血管新生療法―高気圧酸素治療の意義」 

日本医科大 徳永 昭 
・「ステロイド投与に伴い症状の改善を示した急性一酸化炭素中毒の１例」 

潜水医学実験隊 岡本 武 
１２：００－１２：２０ 総 会 
１２：３０－１３：００ ランチョンセミナー   座長 潜水医学実験隊 草野浩幸 
 「Ｎ２ーＯ２混合ガス潜水：半閉式潜水器の特性と障害」    潜水医学実験隊 鷹合喜孝 

１３：３０－１４：３０ 会長講演      座長 日本海洋事業 毛利元彦 
 「素潜り：限界と生理」                      防衛医大 鈴木信哉 
１４：３０－１５：３０ 特別講演              座長 防衛医大 鈴木信哉 
 「高気圧酸素治療：分子生物学的アプローチ」           防衛医大 四ノ宮成祥 
１５：３０－１５：４０ 休 憩 
１５：４０－１７：１０  パネルディスカッション      座長 東海大 山本五十年 
 「一酸化炭素中毒の疫学と臨床像の評価」 
  １「一酸化炭素中毒の疫学」                  日本医科大 上田康晴 
  ２「一酸化炭素中毒の画像診断による評価」   東京都保健医療公社荏原病院 土居 浩 
  ３「一酸化炭素中毒における脱髄病変の評価」           北里大学 上條吉人 
  ４「間歇型一酸化炭素中毒の評価～発症危険因子の検討」      東海大学 守田誠司 
１７：１０－  閉会の辞 
１７：３０－  懇親会 



参加のご案内 
●参加者へ 
１．開場・受付 ６月２日（土）午前１０時００分から開場・受付いたします。 
防衛医科大学校防衛医学研究センターへは、学校正門からお入り下さい。 
非会員は、事前に参加登録が必要ですので、氏名・職業・住所を５月２４日までに下記にお

知らせ下さい。 
〒359-8513 埼玉県所沢市並木3-2 防医大  研究センター 鈴木信哉あて 
FAX ： 04-2991-1612 E-mail: dmoss@ndmc.ac.jp 

２．参加費用 
（１）参加費２，０００円を受付でお支払い下さい。 
参加受付で領収証を兼ねた参加証をお渡しします。会場に入場される場合は、必ず着用して

下さい。なおこの参加証により、日本高気圧環境・潜水医学会が定める臨床高気圧酸素治療管

理医および臨床高気圧酸素治療技師の認定更新に必要な単位のうち４単位が取得できます。 
（２）懇親会に参加される方は、受付時に懇親会費３，０００円をお支払い下さい。 
３．昼食について 
  弁当をランチョンセミナーの前に会場入り口にて配布致します。技術部会・意見交換会に参

加される方も同じ場所にて配布致します。 

●演者の方へ 
１． 一般演題 
口演時間は、発表時間７分、討論時間３分です。発表枚数に制限はありません。座長の進行

にご協力いただき、時間を厳守いただきますようお願いいたします。 
２．パネルディスカッション 
口演時間は、発表時間１５分です。パネリスト及び座長は、当日１５時１５分から、センタ

ー大会議室となりの小会議室にて打ち合わせを行いますのでお集まり下さい。 
３．口演発表要領 
（１）ご発表は、原則として、PowerPoint（97以降、Windowsに限る）によるデジタルプレゼン
テーションです。媒体は、CD-RまたはUSBメモリーに限ります（FD・MO不可）。バック
アップとして、予備のデータを持参いただくことをお勧めします。 
（２）ご発表内容に動画を使用される方は、必ず、ご自分のパソコンをお持ち込み下さい。会場

に用意したプロジェクタ接続のコネクタ形状はD-sub15ピン（ミニ）です。一部のノートパ
ソコンでは本体附属のコネクターが必要な場合がありますので、必ず持参して下さい。 
（３）Mac版PowerPointで作成した場合は、事前にWindowsファイルに変換後必ずWindows版



PowerPointで正しく表示できることを確認してお持ち下さい。 
（４）事務局は、Windows Microsoft PowerPoint 2003を準備いたします。 
（５）ご発表の30分前までに、PC受付で試写しご確認いただいた上でご提出ください。 
（６）発表は、演台にセットされているノートパソコン、マウスをご使用し先生ご自身で操作し

て下さい。 
４．日本高気圧環境・潜水医学会関東地方会誌への投稿のお願い 
  本会で発表されました貴重な演題につきまして、日本高気圧環境・潜水医学会関東地方会誌

の学会特集号に演題論文を収録させていただければ幸甚に存じます。関東地方会雑誌に玉稿を

賜りますよう、お願い申し上げます。 
５．日本高気圧環境・潜水医学会関東地方会への入会のご案内 
  日本高気圧環境・潜水医学会関東地方会への入会を希望される方は、巻末の申込書に必要事

項を記入してファックスしてください。当日、受付または本部に出されても構いません。 


